皆さん。 

私 は 今 大阪に います、 ですから 大阪の 話 をし ましよ 

う。 

ほ-つこう 

昔、 大阪の 町へ 奉公に 来た 男が ありました。 名 は 何 

めしたき ぼうこう 

と 云った かわかり ません。 ただ 飯 炊 奉公に 来た 男です 

から、 権 助と だけ 伝わって います。 

くちい や のれん きせる くわ 

権 助 は 口入れ屋の 暖簾 をく ぐると、 煙管 を啣 えてい 

た 番頭に、 こう 口の 世話 を 頼みました。 

「番頭さん。 私 は 仙人に なりたい の だから、 そう 云う 

所へ 住み こませて 下さい。」 

あっけ き 

番頭 は 呆気に とられた ように、 しばらく は 口 も 利か 



たが、 やがて 女房に 向いながら、 

「お前 は 何と 云う 莫迦な 事 を 云う の だ？ もし その 

いなかもの いっこ-つ 

田舎者が 何年いても、 一向 仙術 を 教えて くれぬ なぞと 

不平で も 云い 出したら、 どうす る 気 だ？」 と 忌々 しそ 

こごと 

うに 小言 を 云いました。 

しかし 女房 は あやまる 所 か、 鼻の 先で ふふんと 笑い 

ながら、 

「まあ、 あなた は 黙って いらっしゃい。 あなたの よう 

に 莫迦 正直で は、 このせ ち 辛い 世の中に、 御飯 を 食べ 

る 事 も 出来 はしません。」 と、 あべ こべに 医者 を やり こ 

める のです。 



たいこ-つ. さま 

の 御城 を 見たら、 太閤 様の ように 偉い人で も、 いっか 

一 度 は 死んで しまう。 して 見れば 人間と 云う もの は、 

い くら 栄耀 栄 1 幸 をして も、 果ない もの だと 思った ので 

す。」 

「では 仙人に なれさえ すれば、 どんな 仕事で もす る だ 

ろうね？」 

狡猾な 医者の 女房 は、 隙かさず 口を入れました。 

「はい。 仙人に なれさえ すれば、 どんな 仕事で もいた 

します。」 

わたし 

「それで は 今日から 私の 所に、 二十 年の 間 奉公お し。 

そうすれば きっと 二十 年 目に、 仙人になる 術 を 教えて 



やる から。」 

「左様で ございま すか？ それ は 何より 難 有う.、 - ^ ざ い 

ます。」 

「その代り 向う 二十 年の 間 は、 一文 も 御給 金 はやらな 

いからね。」 

「はい。 はい。 承知いた しました。」 

それから 権 助 は 二十 年間、 その 医者の 家に 使われて 

いました。 水 を 汲む。 薪 を 割る。 飯 を 炊く。 拭き 掃き 

をす る。 おまけに 医者が 外へ 出る 時 は、 薬箱 を 背負つ 

て 伴 をす る。 —— その上 給金 は 一文で も、 くれと 云つ 

ちょうほう 

た 事がない のです から、 このく らい 重宝な 奉公人 は、 



if 本 中 探しても ありますまい。 

が、 とうとう 二十 年た つと、 権 助 はまた 来た 時の よ 

うに、 紋附の 羽織 を ひっかけながら、 主人 夫婦の 前へ 

いんぎん 

出ました。 そうして 慇憝に 二十 年間、 世話になった 礼 

を 述べました。 

「ついては 兼ね兼ね 御 約束の通り、 今日は 一 つ 私に も、 

不老不死になる 仙人の 術 を 教えて 貰いたい と 思います 

が。」 

権 助に こう 云われる と、 閉口した の は 主人の 医者で 

す。 何しろ 一文 も 給金 を やらずに、 二十 年間 も 使った 

あと 

後です から、 いまさら 仙術 は 知らぬ なぞと は、 云えた 



「あなたの 出る 幕ではありません よ。 まあ、 私に 任せ 

て 御 置きなさい。 —— さあ、 左の 手 を 放す の だよ。」 

権 助 は その 言葉が 終らない 内に、 思い切って 左手 も 

放しました。 何しろ 木の 上に 登った まま、 両手と も 放 

つ f 

してし まった のです から、 落ちずに いる 訣 はあり ませ 

ん。 あっと 云う 間に 権 助の 体 は、 権 助の 着て いた 紋附 

の 羽織 は、 松の梢から 離れました。 が、 離れた と 思う 

なかぞら あやつ 

と 落ち もせずに、 不思議に も 昼間の 中空へ、 まるで 操 

リ 人形の ように、 ちゃんと 立 止った ではありません 

か？ 

ぁリ がと 

「どうも 難 有う ございます。 おかげ 様で 私 も 一 人前の 



仙人に なれました。」 

ていねい おじぎ 

権 助 は 叮嚀に 御 時宜 をす ると、 静かに 青空 を 踏みな 

がら、 だんだん 高い 雲の 中へ 昇って 行って しまい まし 

た。 

医者 夫婦 はどうし たか、 それ は 誰も 知っていません。 

ただ その 医者の 庭の 松 は、 ずっと 後まで も 残って いま 

した。 何でも 淀屋辰 五郎 は、 この 松の 雪景色 を 眺める 

ために、 四 抱えに も 余る 大木 を わざわざ 庭へ 引かせた 

そうです。 

(大正 十 一 年 三月) 
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